
出展技術の分類

技術名称 防災・減災・維持管理ＤＸの技術紹介 担当部署 九州支社　技術統括部

NETIS登録番号 担当者 中島　隆信

社名等 株式会社建設技術研究所　九州支社 電話番号 092-714-2211

技術の概要

５．活用実績

　九州地方は台風や集中豪雨による水害、土砂災害、火山災害等、自然災害が多い地域です。特に近
年では令和２年７月豪雨をはじめとして毎年のように河川の氾濫や土砂災害等の甚大な災害が発生し、
災害対応が急務となっています。また、住民の安全・安心や快適な生活環境を継続的に維持するために
は、新技術の積極的な活用と整備した既存ストックの適切な維持管理が必要となります。
　ＣＴＩグループでは、自然災害による被害を回避・軽減、快適な生活環境を維持・創出、既存ストックの長
期的な機能維持等を目指し、継続的な研究開発投資を通じて、AＩやVR/AR、BIM/CIMによる３次元データ
等のインフラDXを活用した新たな技術開発や実用化、技術展開に積極的に取り組んでいます。

（１） メタバース（仮想空間）、VR/AR技術を活用した情報共有・防災支援ツール
①メタバースによる情報共有ツール：災害発生時等に現地状況を遠隔地で確認するため、現地で取得し
た3次元データをメタバース上で共有し、この仮想空間内で情報の共有化を実現します。
②防災Go！～逃げ遅れゼロを目指して～：iOS向けの位置情報を使ったクイズゲームアプリです。ESRI
のArcGIS Online上にゲームで必要な情報を格納しアプリで表示できるようにしています。
（２） AIやIoTを活用した交通環境創出・次世代モビリティサービス
①交通環境創出：AIやIoTを活用して観光交通を分散させ、ゆふいんの落ち着いた交通環境の創出を試
行しています。大分県由布市と交通・都市・地域活性・防災をテーマに包括協定を締結しています。
②オンデマンド乗合いモビリティサービス：シティ Mobiは、最新のICT技術と最適化アルゴリズムを用い
て、デマンド交通や乗合いタクシー等の地域交通の効率的な運営・運行をサポートします。
（３） RisKma（水害リスクマッピングシステム）
　近年頻発するゲリラ豪雨や集中豪雨等を予測し、それに起因する水災害の発生リスク情報をリアルタイ
ムで発信するWebサービスです。
（４） AIを用いた画像解析サービス
　防災・減災、維持管理の支援システムとして、河川監視カメラ映像や河川水位、予測雨量、施設点検
データ等の情報とAI技術を活用した技術開発を行っています。
（５） 防災行動支援システム
　災害発生時に自治体職員が行う作業（情報収集、意思決定、情報発信）を支援するシステムを開発して
います。奈良県王寺町と「防災力向上に向けた研究開発に係る連携協定」を締結しています。
（６） VR教育・研修システム「KEIKEN CLOUD」
　鋼鈑桁橋を題材にしたVR研修ツールを株式会社エドガと共同開発しています。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

安全・防災　 インフラDX 　 維持管理  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

２．技術の内容

３．技術の効果

（１）効率的な災害対応や一般の方の防災意識高揚の一助になると考えています。
（２）交通・都市・地域活性・防災の包括的な支援に繋がるものと考えています。
（３）一般の方も利用できるリアルタイム情報提供サービスであり、防災・減災効果が期待できます。
（４）河川管理者に対して、災害時における高度な判断・対応の一助になると考えています。
（５）自治体の効率的な災害対応に資することが期待できます。
（６）人材育成の効率化に役立つものと考えています。

４．技術の適用範囲

九州及び全国に展開できる技術です。

（１）①は開発中、②は一般公開しています。

（３）、（４）全国で実績があります。
（５）奈良県王寺町と連携協定を締結し、研究開発を行っています。

（２）①は大分県由布市と包括連携協定を締結し、②は複数の自治体で実証実験を実施しています。

（６）一般公開（プレリリース配信サービス「PR TIMES」等）しており、社内の人材育成に活用しています。

※別紙２



６．写真・図・表 （他技術、詳細についてはリーフレットを参照下さい）


